
加世田管内及び県内のインフルエンザ報告数は前週より減少しましたが、感染拡大防止のため、引き
続き感染対策に取り組みましょう。

加世田管内においては、引き続きヘルパンギーナの流行発生警報発令中です。指宿管内においても報
告数が増加しています。ヘルパンギーナは症状消失後も便からウイルスが排出されます（発症～4週間後
頃まで）。発症した乳幼児のおむつ交換後は、流水と石鹸でしっかりと手洗いをするようにしましょう。

１．定点報告疾患の発生状況

なし

第 42週（10/12～10/18）

※鹿児島県のARI報告数は来週報以降に反映されます。また、データは後日訂正されることがあります。

警報発令中

注意報発令中

２．警報・注意報の状況
（流行発生警報・注意報の基準値を超えた感染症)

３．全数報告疾患の発生状況
（管内全ての医療機関から届出のあった一～五類感染症）
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加世田： ヘルパンギーナ
指 宿 ： なし
県 ： なし

加世田： なし
指 宿 ： なし
県 ： なし

注意報
開始基準値 終息基準値 基準値

加世田 51.00 51.50 27.50 26.50 46.00 44.00

指　宿 29.00 29.50 49.00 38.00 38.00 54.50

県 55.63 61.28 42.67 55.23 63.89

加世田 4.00 1.50 4.50 9.50 18.50 2.50

指　宿 0.50 - 1.50 5.50 2.00 6.00

県 4.81 6.39 6.82 10.58 11.96 9.47

加世田 - - - - 3.00 -

指　宿 - 0.50 0.50 - 0.50 -

県 0.65 0.79 0.44 0.61 0.68 0.26

加世田 - 1.00 3.00 - 1.00 1.00

指　宿 1.00 - - - - -

県 1.52 1.29 1.10 1.35 1.06 0.74

加世田 - - - - - 1.00

指　宿 1.00 1.00 - 2.00 - -

県 0.81 0.65 0.61 1.00 0.55 0.58

加世田 - - - - - -

指　宿 2.00 - 1.00 - - 2.00

県 1.81 1.87 1.03 1.77 1.90 1.84

加世田 7.00 14.00 7.00 6.00 7.00 10.00

指　宿 3.00 3.00 2.00 3.00 7.00 4.00

県 3.87 3.19 2.90 3.10 4.81 4.19

加世田 - - - - - -

指　宿 - - - - - -

県 0.16 0.32 0.10 0.19 0.23 0.03

加世田 - - - - - -

指　宿 1.00 1.00 1.00 - 1.00 2.00

県 0.45 0.35 0.16 0.77 0.48 0.35

加世田 - - - - - -

指　宿 - - - - - -

県 0.03 - 0.03 0.10 0.03 -

加世田 1.00 - 1.00 - - 1.00

指　宿 2.00 - - - - 1.00

県 0.55 0.26 0.48 0.23 0.45 0.35

加世田 1.00 - 1.00 4.00 6.00 3.00

指　宿 - 1.00 - 1.00 1.00 5.00

県 0.74 1.06 0.45 0.84 0.94 1.00

加世田 - - - - - -

指　宿 - - - - - -

県 0.10 0.03 0.03 - - 0.06
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急性呼吸器感染症(ARI)推移
（定点当たり報告数）

４．南薩地域で注目すべき感染症
※人数は定点医からの報告です。全体の患者数ではありませんので、ご注意ください。

急性呼吸器感染症（ARI）
第42週の報告数は、加世田保健所管内で

88人（定点当たり44.00）でした。
指宿保健所管内では、109人（定点当たり

54.50）でした。
南薩地域内での年齢別報告数は、1～4歳

（97人）、5～9歳（51人）、10～14歳
（16人）の順に多く報告されています。

ヘルパンギーナ
第42週の報告数は、加世田保健所管内で

3人（定点当たり3.00）でした。
指宿管内では、5人（定点当たり5.00）

でした。
県全体では、31人（定点当たり1.00）

でした。

麻しん・風しんの定期接種を受けましょう

-後編 -

先週に引き続き、麻しん・風しんの定期予防接種について解説します。
■ 接種スケジュール ■接種率
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インフルエンザ
第42週の報告数は、加世田保健所管内で

5人（定点当たり2.50）で、前週より32人
減少しました。

指宿管内では、12人（定点当たり
6.00）で、前週より8人増加しました。

県全体では、540人（定点当たり9.47）
で、前週より142人減少しました。年齢別
では、５～９歳（118人）、１～４歳
（100人） 、10～14歳（96人）の順に
多く報告されています。

参考： MRワクチン｜厚生労働省

インフルエンザ推移
（定点当たり報告数）

今週の
話題

ヘルパンギーナ推移
（定点当たり報告数）

流行発生注意報
（10.00）

妊娠初期の女性が風しんウイルスに感染すると、高確率で胎児に感染し、

眼や心臓、耳に障害を持つ子が出生することがあります（前週コラム参照）。

年度 県内 管内 全国

R7
96.3%

（全国で19位）
95.3% 96.3%

R6 88.8%
（全国で44位）

86.2% 92.7%

R7
89.4%

（全国で46位）
90.1% 92.7%

R6 86.9%
（全国で46位）

88.4% 91.0%

第１期

第2期

R７年度は管内、県内ともに接種率は上昇したも
のの、第２期においては依然低い水準です。

～ 国が定める接種率目標：95％ ～

対象者

第1期 １歳の１年間

第2期 ５歳以上７歳未満で、小学校入学前の１年間

＜定期接種で２回の接種機会がなかった方＞ （*）
麻しん
・2000年4月1日以前生まれ：１回または0回
※1990年4月2日～2000年4月1日生まれの方は、中

学1年生または高校3年生の時に2回目の接種機会あり。
風しん
・1979年4月2日～1990年4月1日生まれ：１回
・1979年4月1日以前生まれの男性 ：0回
～母子手帳でも接種歴をご確認ください～

麻しん風しん混合ワクチン（MRワクチン）を接種することによって、95％程度の人が麻しん風しん
ウイルスに対する免疫を獲得することができると言われています。また、２回の接種をすることで、１
回の接種では充分に免疫がつかなかった方にも免疫をつけることができたり、より強い免疫にすること
で、発症や重症化を予防したり、周囲への感染を拡げてしまうリスクを下げることができます。

定期接種対象の方はもちろん、麻しんや風しんにかかったことがなく、2回の接種を受けていない方
（＊）（特に医療関係者や学校等の職員、妊娠を希望する方やそのご家族など）については、ワクチン接
種についてご検討ください。


